
医薬品開発におけるオミクス解析技術
～ゲノム・トランスクリプトーム・プロテオーム・メタボローム～

◎ゲノム・トランスクリプトーム・プロテオーム・メタボローム解析手法とデータ活用における課題を解説

第1章　ゲノム解

第1節　ゲノム解析の概要と現状
1. ゲノム解析について
2. ゲノム解析の医療応用：ゲノム医療
3. アノテーション・キュレーションにおける課題と

解決に向けた取り組み
第2節　医薬品開発におけるトキシコゲノミクスの現状と課題
1．概要
2.データの活用事例
3.課題と将来展望

第3節　ケモゲノミクスの概要と解析の考え方
1. 標的化学ライブラリーと薬物標的ファミリー
2. 環境化学物質とバイオアッセイ
3. ケモインフォマティクス
4. ニュートリゲノミクス
5. 核酸医薬品とケモゲノミクス
6. 構造生命科学とケモゲノミクス

第2章　トランスクリプトーム解析

第1節　トランスクリプトーム解析の概要
1. トランスクリプトームとは
2. トランスクリプトームの解析手法
3. トランスクリプトーム解析を用いた実用例

第2節　次世代シーケンサーを利用した
トランスクリプトーム解析手法

1. トランスクリプトーム解析とは
2. RNA-Seqの概略
3. 単一細胞トランスクリプトーム解析(scRNAseq)

第3節　トランスクリプトームデータの解析
1. トランスクリプトームデータ解析の流れ
2. トランスクリプトームデータ解析の学習方法
3. トランスクリプトームデータ解析の計算環境構築

第3章　プロテオーム解析

第1節　タンパク質発言プロファイリングのための定量プロテオミクス
1. ターゲット、非ターゲット型のオミクス解析
2. 発見型プロテオミクスの進展
3. 定量プロテオミクス

第2節　薬剤標的分子同定を目的としたプロテオーム解析の手法
1. 直接的なアプローチによる薬剤標的の解析
2. 間接的なアプローチによる薬剤標的の解析

第3節　プロテオーム解析におけるバイオインフォマティクスの役割
1. 配列解析におけるバイオインフォマティクス
2. 配列情報活用のバイオインフォマティクス
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第4章　メタボローム解析

第1節　作用機序解析のためのメタボローム解析の利用法
1. メタボローム解析で用いられる測定装置
2. メタボローム解析の実際と限界
3. アセトアミノフェンによる急性肝炎の作用機序解明
4. 大腸がんにおける代謝変化の作用機序

第2節　動的メタボローム解析
1. 代謝の静と動
2. 動的メタボローム解析について
3. 代謝ターンオーバー解析
4. 代謝ターンオーバー解析の応用

第3節　医療利用のためのメタボローム解析
1. 患者検体を利用したメタボローム解析解析のストラテジー
2. 患者検体を用いたメタボローム解析の実際
3. 関節リウマチの生物学的製剤治療時における治療反応性の予測
4. メタボローム解析から新規治療薬の開発へ

第4節　腸内環境研究へのメタボロミクスの応用
1. 腸内細菌叢ー宿主クロストーク研究のための糞便メタボロミクスのポイント
2. メタボロミクスを利用した腸内細菌叢由来代謝物の基礎的研究
3. メタボロミクスを利用した腸内細菌叢の代謝制御型の機能性食品の開発

第5章　オミクス解析の役割と今後

第1節　トランスオミックス解析の現状
1. トランスオミックス解析の現状と問題点
2. トランスオミックス解析の実例
3. トランスオミックス解析の将来と課題

第2節　オミクス解析を基盤とするコンパニオン診断マーカー
1. データ駆動型研究充実のための研究基盤
2. 現行のコンパニオン診断薬
3. オミクス解析に基づくコンパニオン診断薬開発研究：エピゲノム解析を例に

第3節　診断薬開発における課題と有用性
　1. 単一バイオマーカーとコンパニオン診断
2. マルチバイオマーカーと診断
3. オミックス解析技術から見た課題
4. 今後に向けた課題

第4節　網羅的な細菌叢解析から解明されてきたヒト腸内細菌叢のもつ生体への影響
1. 疾病患者にみられるディスバイオシスと健常者の腸内細菌叢
2. 免疫チェックポイント阻害薬によるがん治療効果への腸内細菌叢の関与の可能性
3. 運動と腸内細菌叢
4. 脳腸相関：自閉症とアルツハイマー病の関連研究
5. その他の腸内細菌叢に関する知見
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〇各オミクス解析の概要と課題を解説。 〇次世代シーケンサーを用いた解析の利点やその課題とは？
●網羅的なオミクス解析における利用の現状とその課題とは？


